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令和７年度第１回岐阜市総合教育会議
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令和７年度岐阜市総合教育会議について



1-1． 会議の目的

１． 次年度に取組むべき施策の具体化
２． 中長期的に取組む施策の方向性・見通しの共有

● 昨年度に続き、教育大綱、教育振興基本計画の実現に向けた協議を実施
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本市不変の方針 「こどもファースト」

岐阜市教育大綱、岐阜市教育振興基本計画に掲げる目指す姿、基本目標の実現

に向けて、これまでの取組の評価・分析、更なる施策の検討・推進のための協議

を行う



1-2． 協議事項の設定
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● これまでの協議及び立案施策との繋がりを意識し、その充実・発展も含めた協議事項を設定

＜基本方針＞ 学校・家庭・地域の誰もが生命の尊厳を理解し、互いに心を開く対話を重ね、
一人ひとりが価値ある大切な存在として互いに認め合う教育を推進する

岐阜市教育大綱(R2.12)

〇R４,5年度
子ども、学校・教職員、家庭・地域それぞれの観点を意識しつつ、横断的な議論を実施
部局を越えて取り組むべき課題について議論を実施
・自らの未来を拓く力を育む教育の推進 ・一人ひとりに寄り添った教育機会の確保
・学校業務改革の更なる推進 ・子どもと地域で創るスポーツ・文化芸術活動 等

〇R７年度
これまでの施策・取組を評価し、大綱の基本方針の再確認及び未来に向けた議論を実施

施策の実効性を高める

〇R６年度
これまでの施策を掘り下げ、今後取り組むべき課題について議論を実施
・不登校児童生徒への更なる支援 ・多様な考え方に触れる学びの充実
・子どもの学びと成長を保証する9年間 ・次期GIGAスク―ル推進計画 等

施策の深化



1-3． 会議日程
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● 今年度、以下のとおり計６回の会議を開催予定、大綱実現に向けた施策協議を行う

招聘者協議事項（案）開催日回

川上泰彦 氏
兵庫教育大学大学院教授

誰もが価値ある大切な存在として認められる学校
「岐阜市のいじめ対策の成果と課題について」

5/22(木)
学校安全支援課
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教職員の働きがいと人材育成
「教職員の姿勢が学校風土の醸成に与える影響について」

7/28(月)
学校指導課
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子どもの発達に応じた学びのシステム
「幼児教育から義務教育修了までの連続的な学びについて」

8/29（金）
学校指導課
（幼児教育課）
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未来の学校の在り方
「ミライの学校研究会研究成果について」

10/３（金）
ミライの学校研究会

学校指導課
（教育政策課）
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義務教育学校と次世代への学校づくり
「藍川北学園の取組と藍東学園の開校に向けて」

1２/２３（火）
学校指導課
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―年間総括（協議振り返り、協議成果）1/２３（金）
教育政策課

６

調整中


